
【会議録】 

会議名 令和７年度 第２回鹿屋市スポーツ推進審議会 

日時 令和８年３月 19日（木） 15時 00分～15時 45分 

会場 鹿屋市役所 602会議室 

出席者 

【委員】 

東会長、前野委員、村手委員、八木委員、上甫木委員 

（欠席 森委員、立元委員、北村委員、川原委員、池田委員） 

 ※委任状の提出あり 

 

【市民スポーツ課】 

中倉課長、松元課長補佐、吉田係長、黒原主任主事 

議 事 

内 容 
協議事項１ 第３期鹿屋市スポーツ推進計画の策定について 

結 果 

まとめ 
『「第３期鹿屋市スポーツ推進計画（素案）」のとおり』として、答申する。 

概要 

主な意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な質疑等】 

協議事項１ 第３期鹿屋市スポーツ推進計画の策定について 

委員 

市民が、どのようにスポーツに関わるかを考えるべき。 

取り組みやすいスポーツは、特別な用具や服装が必要ない“ウォーキン

グ”が効果的だと思われる。 

先日開催された「大隅縦貫道「吾平道路」開通記念ウォーキング大会」

では、約 1,000人の参加があったことからも、関心の高さが伺える。 

フィットネスパース（鉄道跡地）などを活用し、距離やコースを工夫し

た「歩きやすい環境作り」を強化すべき。 

 

 

委員 

e スポーツを「スポーツ」と呼ぶことには、児童に対しては、教育的観

点から抵抗感もある。子供がゲームばかりすることへの懸念もあるが、

どうか。 

 

事務局 

eスポーツについては、「調査・研究」する段階だと考えている。障がい

者を対象としたリハビリや交流においては有効性が考えられるので、検

討を進めたい。 

 

 

 

 

 

 



 

概要 

主な意見等 

 

委員 

タイのナショナルバレーボールチームが本市を訪れた際、地元の「食」

や「おもてなし」が非常に喜ばれた。スポーツだけでなく、市民やホテ

ル、飲食店が一体となった受け入れ態勢がリピーター獲得につながると

考えられる。 

 

事務局 

現時点においても、２月に韓国から大学野球の合宿等が行われており、

地域団体から豚汁などのふるまいを行っている。 

 

委員 

様々な団体（JC、ライオンズクラブ等）が個別にスポーツイベントを行

っている印象がある。これらを集約・連携させることで、より大きなイ

ンパクトを生み出せるのではないか。 

 

 事務局 

 まさにその通りと考えている。本計画でも、『スポーツで「つながる」』

という視点を記載していることから、様々な団体と連携して、スポーツ

施策を推進していきたい。 

 


